
　
１
月
４
日
に
美
郷
町
公
民
館
で
平
成
25
年
美
郷
町
消
防

出
初
式
が
行
わ
れ
、
町
消
防
団
14
分
団
の
２
８
９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
美
郷
総
合
体
育
館
リ
リ
オ

ス
前
で
開
催
さ
れ
た
観
閲
式
で
は
、
松
田
町
長
ら
が
観
閲

す
る
中
、
当
日
の
吹
雪
に
負
け
ず
、
各
分
団
員
に
よ
る
力

強
い
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
美
郷
町
公
民
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
松
田
町
長
が

「
団
員
各
位
の
精
励
に
よ
り
、
住
民
生
活
の
安
全
は
一
段

と
向
上
し
て
い
る
が
、
先
の
東
日
本
大
震
災
発
生
以
来
、

住
民
の
災
害
に
対
す
る
意
識
は
非
常
に
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
新
年
を
迎
え
、
心
新
た
に
町
民
の
安
全
・
安
心
に
対

す
る
負
託
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
髙
橋
正
尚
団
長
は
「
昨
年
も
豪
雪
、

春
先
の
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
雨
な
ど
多
く
の
自
然
災

害
が
発
生
し
た
。
『
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
』
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
の
も
と
、
教
養
や
訓
練
を

積
み
、
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
一
層
の
精
進
を
し
て
ほ
し

い
」
と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
消
防
活
動
で
功
績
の
あ
っ
た
１
０
２
名
、
２

団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
第
３
分
団

部
長
の
髙
橋
誠
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、

今
年
一
年
の
防
災
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

■士気を高めた万歳三唱

安
全
・
安
心
の
誓
い
を
新
た
に

美
郷
町

消
防
出
初
式

安
全
・
安
心
の
誓
い
を
新
た
に

美
郷
町

消
防
出
初
式

　１月７日に役場庁舎で交通指導隊（坂本専太郎隊長）と防犯指導
隊（髙橋一彦隊長）による初出式が行われ、両隊員あわせて約30
名が出席しました。式では松田町長が「両隊員が地域のために率先
して頑張ろうとする気持ちは必ず住民にも伝わるはず。今後も町全
体で安全・安心な町づくりを目指しましょう」と訓辞を述べました。
続いて、美郷交番の伊藤信行所長が「地域の安全は住民生活の基盤
である。治安維持の一翼を担う警察官は美郷町内に６名しかいない
こともあり、両隊員の存在は大変心強い。自立自尊でともに手を携
え、安全・安心のために努力していきましょう」と述べました。式
の後には、各隊に分かれて今後の活動について話し合うなど、両隊
隊員は新年の節目に交通安全や防犯活動への決意を新たにしました。

[交通指導隊・防犯指導隊初出式]
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　町では、平成23年５月に定めた「学校再編による空
き施設等活用計画」に基づき、企業用施設とした旧六郷
東根小学校、金沢小学校、仙南西小学校の３施設につい
て、利用を希望する企業等を昨年９月から募集していま
した。その結果、それぞれの施設に応募をいただき、現

在は利用許可の適否に向けた検討を進めています。
　そこで、これまでの経緯や、今後の方向性等について
地域の皆さんのご理解をいただきたく、次のとおり地元
説明会を開催します。事前申込は不要ですので、お気軽
にご参加ください。

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）▼
煙
山
康
晴（
第
１
分

団
団
員
）、  

藤
本
貢
悦（
第
２
分
団
団
員
）、  

細
井

誠
真（
同
）、  

戸
澤
清
良（
同
）、  

髙
橋
忍（
同
）、  

髙
橋
善
生（
第
４
分
団
班
長
）、  

武
田
弘（
第
５
分

団
団
員
）、  

鈴
木
直
樹（
同
）、  

篠
塚
忠
浩（
第
７

分
団
団
員
）、  

梅
川
清（
第
11
分
団
団
員
）、  

大
澤

一
支（
同
）、  

鈴
木
正
章（
第
12
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
】

精
勤
章（
７
年
以
上
勤
続
）▼
熊
谷
幸
太（
第
３
分

団
団
員
）、  

深
澤
仁（
第
４
分
団
団
員
）、  

髙
橋
良

至（
同
）、  

加
賀
谷
太
一（
同
）、  

高
橋
聡（
同
）、  

加
畠
昌
央（
同
）、  

田
本
修（
同
）、  

大
隅
隆（
同
）、  

戸
沢
武
昭（
第
８
分
団
団
員
）、  

藤
岡
宏
輔（
同
）、  

髙
橋
功
夫（
第
10
分
団
団
員
）高
橋
修
一（
同
）、  

髙

橋
良
信（
第
11
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

精
勤
章（
３
年
以
上
勤
続
）▼
細
井
邦
男（
第
２
分

団
団
員
）、  

佐
藤
慎（
第
３
分
団
班
長
）、  

高
橋
忍

（
同
団
員
）、  

髙
橋
仁
美（
第
４
分
団
団
員
）、  

髙

橋
光
喜（
同
）、  

本
間
忠
夫（
第
５
分
団
団
員
）、  

武
藤
久（
同
）、  

佐
藤
和
幸（
第
６
分
団
団
員
）、  

加
藤
勝
尚（
同
）、  

武
藤
政
悦（
第
７
分
団
団
員
）、  

小
野
寺
春
樹（
第
８
分
団
団
員
）、  

木
村
秀
行（
第

11
分
団
団
員
）、  

熊
谷
貴
志（
同
）、  

森
川
吉
幸

（
同
）、  

東
海
林
貴
之（
第
12
分
団
団
員
）、  

深
沢

瞬（
第
14
分
団
団
員
）、  

小
原
渉（
同
）、  

小
林
一

浩（
同
）、  

鎌
田
順（
同
）

【
美
郷
町
長
感
謝
状
】

無
火
災
分
団
▼
第
７
分
団
、  

第
14
分
団

退
団
者（
20
年
以
上
勤
続
）▼
三
浦
勝
二（
元
団
長
）、  

五
十
嵐
養
藏（
元
副
団
長
）、  

小
西
文
男（
元
部
長
）、  

千
葉
長
一（
元
班
長
）、  

藤
井
龍
廣（
同
）、  

鈴
木

三
代
司（
同
）、  

佐
々
木
佐
一
郎（
同
）、  

佐
々
木

定
廣（
元
団
員
）、  

髙
橋
紫
都
夫（
同
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

有
功
章
▼
髙
橋
博（
第
１
分
団
部
長
）、  

髙
橋
誠

（
第
３
分
団
部
長
）、   

伊
藤
芳
美（
第
10
分
団
部

長
）、   

熊
谷
正
男（
第
11
分
団
班
長
）、   

佐
々
木

吉
則（
第
12
分
団
部
長
）

永
年
勤
続
功
労
章（
40
年
以
上
勤
続
）▼
髙
橋
勝
利

（
副
団
長
）、  

照
井
修
二（
第
２
分
団
分
団
長
）、  

中
野
龍
太
郎（
第
６
分
団
分
団
長
）、  
後
藤
信
雄

（
同
副
分
団
長
）、  

佐
藤
龍
輝（
同
部
長
）中
野
龍
一

（
同
班
長
）、  

鈴
木
誠
一（
同
団
員
）、  
畑
山
源
太

郎（
第
８
分
団
分
団
長
）、  

藤
岡
政
好（
同
団
員
）、  

畠
山
賢（
同
）、  

藤
原
康
英（
同
）

永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
勤
続
）▼
稲
川
高
志（
第

13
分
団
分
団
長
）、  

照
井
進（
第
14
分
団
分
団
長
）

永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
勤
続
）▼
杉
沢
充（
第
３

分
団
班
長
）、  

森
川
新（
同
団
員
）、  

加
藤
明（
第

６
分
団
班
長
）、  

畠
山
博（
第
８
分
団
団
員
）、  

髙

橋
良
夫（
第
９
分
団
分
団
長
）、  

中
野
貞
孝（
同
団

員
）、  

伊
藤
敏
行（
同
）、  

三
輪
喜
五
郎（
同
）、  

阿

部
正
宏（
同
）、  

小
松
勉（
同
）、  

泉
修
逸（
同
）、  

木
村
祐
市（
第
12
分
団
副
分
団
長
）、  

照
井
浩（
第

14
分
団
部
長
）

永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
勤
続
）▼
煙
山
健（
第
１

分
団
分
団
長
）、  

橘
金
光（
第
４
分
団
団
員
）、  

鈴

木
博
昭（
第
５
分
団
団
員
）、  

赤
坂
稔（
第
６
分
団

団
員
）、  

小
松
義
勝（
第
８
分
団
団
員
）、  

鎌
田
喜

己
夫（
第
14
分
団
班
長
）

永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
勤
続
）▼
草
薙
博（
第
３

分
団
団
員
）、  

髙
橋
強（
第
４
分
団
団
員
）、  

深
田

重
雄（
第
５
分
団
副
分
団
長
）、  

鈴
木
直
樹（
第
６

分
団
団
員
）、  

加
畠
秀
孝（
第
７
分
団
団
員
）、  

高

橋
博
樹（
第
９
分
団
班
長
）、  

髙
橋
和
生（
同
団
員
）、  

大
久
保
繁（
同
）、  

久
米
春
男（
第
10
分
団
副
分
団

長
）、  

佐
藤
文
雄（
同
団
員
）、  

傳
野
猛（
第
12
分

団
班
長
）、  

木
村
広
雄（
第
14
分
団
団
員
）

消
防
団
表
彰
者（
敬
称
略
）

　式典では新入団員14名が紹介されました。消防団員の約７割が
被雇用者であるという状況から、消防活動を展開するためには、
事業所の理解と協力が必要不可欠です。町では従
業員の消防団活動に積極的に配慮している事業所
に対し、表示証を交付する消防団協力事業所表示
制度を実施しています。表示証の交付を希望する
場合は、下記までお問い合わせください。
■ 町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903問

[ 空き施設の利用に関する地元説明会を開催します ]

空き施設の
利用に関する
地元説明会

六郷東根コミュニティセンター
金沢コミュニティセンター
金沢西根コミュニティセンター

午後１時～
午後２時30分～
午後４時～

２月16日㈯

期　日 説明会会場時　間対象施設名
旧六郷東根小学校
金沢小学校
仙南西小学校
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